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I. は じむめに

胃平滑筋肉腫の発生頻度は目の悪性腫瘍の0.1～

1.3%1)~つと比較的まれな疾患である。今回われわれ

は, 胃内外で組織学的悪性度の異なる胃内外混合発育

型 (以下 dumbbell型 )の 胃平滑筋肉腫を経験 したの

で,平 滑筋腫の悪性化や平滑筋肉腫の形態 と悪性度の

関係について考察を加えて報告する。

II.症   例

患者 :70歳 男性,無 症状.

既往歴 :昭和57年高血圧,58年 肺結核.

現病歴 :昭和60年 8月 14日当院内科で Ig.Aラ ムダ

型形質細胞腫の加療中,胃 X線 検査にて冒体上部の変

形を指摘され当科受診 となる.

入院時現症 :血圧170/90mmHg脈拍72/min.体温

36.2℃.腹 部に腫瘤は触知しなかった.

入院時検査所見 :RBC 339×104,Hb 10,7g/dl,Ht

30.8%,血沈22mm/1h,63mm/2hのほか異常は認めな

かった。

胃,結 腸同時造影 :胃体上部大弯後壁に圧排所見を

認め,同 時に施行した注腸で,陣 弯出部に圧排所見を   の 腫瘤を認め,肝 左葉内側区にも2cmの 腫瘤を認め

認めた (図 1). た 。

Computed tomography(以下,CT)1牌 門部に7cm   胃 内視鏡検査 !胃体上部後壁大弯寄 りにbridging

foldを伴った表面が平滑で,立 ち上がりの急唆な隆起

図1 胃 ,結 腸同時造影.胃 体上部大弯後壁 (↑)と

結腸陣弯曲部 (↓)に 圧排所見を認める。

と,そ の肛門側に胃外性 と思われる圧排所見を認めた

(図2).
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図 2 胃 内視鏡検査.表 面が平滑で境界明瞭な隆起と

その肛門偵1に圧排所見 (↓)を 認める.

図3 左 胃動脈造影.胃 体中部に太い栄養血管 (↓)

を認め,そ の末檎に濃染像 (/)を 認める.

左胃動脈造影 :胃体中部に拡張した分枝 と,そ の末

檎に濃染像を認めた (図3).

左 胃動脈造影下 CT:左 胃動脈造影に引 き続 きカ

テーテルを留置 したまま,10%ウ ログラフィン10mlを

lm1/sec.の速さで注入しながら撮影 した CTで は,胃

体上部大弯後壁に dulnbbell型の腫瘤を認めた (図4

a).こ の腫瘍は,右 側が濃染 し,左 側は周囲のみ濃染

し,内 部が low densityであった。下段はさらにその

2cm尾 側のスライスであるが,蜂 巣状に濃染する腫瘤

へと連続 した (図4b).

術前診断 :肝転移を有するdmbbell型 胃平滑筋肉

腫 と診断した。

手術 :胃体上部大弯に黄褐色,境 界明瞭,弾 性軟で

鶏卵大の腫瘤 と3個 の肝転移巣 (内側区栂指頭大,外

側区米粒大,前 区米粒大)を 認めた。腫大 リンパ節,

胃内外で組織学的悪性度の異なったdumbbell型 胃平滑筋肉腫の1例 日消外会誌 20巻  10号

図 4 angiO‐CT.a.胃 の背側に濃染する腫瘤(↑)と

その大弯側にlow densityの腫瘤 (↓)を 認める.

b.蜂 巣状に濃染する腫瘤 (↓)を 認める。

腹膜播種は認めなかった,胃 体上部大弯部分切除と肝

転移巣核出術を行った。

切除標本肉眼所見 :目の腫瘍は胃の内外に発育した

7×7×5cmの dtlmbbell型腫場であった。割面は,胃内

発育部が少量の出血を伴 う黄白色充実性,胃 外発育部

は暗褐色で,著 明な出血,壊 死を伴っていた (図 5a,

b).肝 転移巣は黄白色充実性であった。

組織所見 :胃内発育部 (図 6a)で は,核 異型を有す

る平滑筋腫瘍細胞を認め,や や細胞密度が高いものの

核分裂像は400倍 1視 野平均0.1個認める程度であっ

た。それに対し,胃 外発育部 (図 6b)で は著明な腫瘍

内出血,変 性,壊 死を認め,核 異型も強 く細胞密度も

さらに高 く核分裂像も400倍 1視 野平均 2個 と多 く認

めた(図5b)。また,胃 外発育部の一部には平滑筋芽細

胞腫の組織像も認めた。

術後経過 :1年 4カ 月後の現在再発の徴候なく外来

通院中である。

III.考  察

本症例は,目 の内外で組織学的悪性度が異なった
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図 5 a.胃 腫瘍割面像.

死巣を認める。b.同

a

胃外発育部 (下方)のみに壊

シ ェーマ.

b

胃内発育部。low grade malig、

b.胃 外発育部.aに 比べ,明

細胞密度が高く,核 分裂像も
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表 l DШ ttbell型胃平滑筋肉腫

症例 賃宙貯 授畜 潰お  母埋及   (縁雰顕景)  転帰
1 32才 男 9 駅 →,日l■l(十 )  (+)  13/4∞ 倍10視野  1年 死

(高木)                          (肝 再発)

2 75才 男 8 (― ) (十 )  (十 )  分 型像あり, 2年 6カ月生

(多日)                  桟 異型性(十)

3.42才 男 20 So  (+)  (+)  分 製像多数  1年 lヵ月生

(榎)     強 隔腹      散 を   組 胞密度高い

4.55才 男 5 大 綱に臣 (―)  (+)   日 平滑筋肉は   '

(中塚)   お (転移)   日 外発育海

5.70才 男 7  日 ,  (― )  (十 )  2/400tl視 野 1年4ヵ月生

(自験例)          日 外発育部のみ 胃 内発育部に

分裂像少数

全例壊死巣を認めた と記載 されているものの,壊 死

巣の局在に関しては,症 例 1, 2で は記載がなく,症

例 3で は全体に散在 していた と記載 されていた。中

塚"の報告 した症frl1 4は,胃 外発育部のみに壊死巣を

認め,本 例の割面像 と類似 していた.

この割面所見は本例で示 したように CTで 明瞭に描

出可能であ り(図 4a,b),術 前診断の点からも重要な

所見である.

3)dmmbell型 の組織学的悪性度について

胃平滑筋肉腫では,同
一腫瘍内でも,部 位によって

組織学的悪性度が異なる症例がしばしば報告されてい

る6ン)。しかし,本 例のように胃内発育部に比べ胃外発

育部の組織学的悪性度が高かったと記載された報告は

認めなかった。
一方,平 滑筋腫が悪性化 した症例は胃平滑筋肉腫の

2.1～40%6)と されている.本症例 も,二 つの腫瘍が衝

突したような境界がないことや(図 5b),胃外発育部の

一部に平滑筋芽細胞腫の組織を認めたことなどから,

胃外発育部の悪性度が増 していった症例 と考えられ

る。しかし,胃 外に発育したことと悪性度を増 したこ

ととの因果関係は本例 1例 では,結 論がでない。今後,

dombbell型 胃平滑筋肉腫の詳細な検討が期待される。

4)胃 内型 と胃外型胃平滑筋肉腫の悪性度
一般に,胃 内型に比べ胃外型の予後は悪いとされて

いるが,そ の理由は, 胃外型では症状が出にくく診断

時すでに大 きくなった腫瘍が多いため とされてい

る1ン)。そこで,腫 瘍径15cm以 下の本邦報告例につい

て,胃 内型 と胃外型の予後を比較 した。対象となった

症例は,直死,他病死を除いた胃内型23例(腫瘍径6.5土

2.9cm),胃 外型17例 (腫瘍径7.3±2.9cm)で あった。

生存曲線は Kaplan‐Meier法 を用いた (表 2).

胃内型では術後 5年 まで除々に生存率が低下し, 胃

E コ l o w  g r a d e  m a l i g n a n c y

園 順om"瑚 mma
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図 6 病 理組織像.a.

nancyと診断された。

らかに核胃型が強く,

散見される。

a

dumbbell型 胃平滑筋肉腫であった。そこで,本邦報告

例をもとに,胃 平滑筋肉腫の形態 と悪性度を中心に考

察を加える。

1)dumbbell型 胃平滑筋肉腫の頻度

発育型を明記 してある胃平滑筋肉腫の本邦報告例は

われわれが調べえた限 りでは,147例であった。その う

ちdwabbell型は17例11.5%で ,Skandalakisら1)の
欧

米での頻度 とほぼ一致していた。

2)dumbbell型 の害」面肉眼所見について

本邦報告 dulnmbell型胃平滑筋肉腫の うち,害」面の

性状,壊 死巣の有無が明記されていたものは, 自験例

を含め 5 frl121-的でぁった (表 1).



108(2368)

表2 胃 内型と胃外型の術後生存山緑

外型では術後 3年 までの比較的早期に死亡する症例が

多かった。すなわち, 胃内型は,再 発や死亡までの期

間の長い,発 育速度の遅い腫瘍が多く,胃 外型は,急

速に発育する生物学的悪性度の高い腫瘍が多いことが

示唆された。また,胃 壁外のほうが腫瘍が悪性度を増

していくのに好都合な環境ではないかとも推察され

ブ【=.

本例の病理組織像が,胃 内発育部では low grade

malignancy,胃外発育部では明らかに悪性であったと

いう点も,これを示唆する所見ではないかと思われた。

最後に本例は,手 術時肝転移を認めた本邦報告例の

中では最小であ り, きわめて生物学的悪性度の高い症

例 と思われた。

I V 。ま と め

胃内発育部に比べ胃外発育部の組織学的悪性度があ

胃内外で組織学的悪性度の異なったdurnbbell型胃平滑筋肉腫の1例 日消外会議 20巻  10号

０ ０

発

きらかに高かった dumbboll型 胃平滑筋肉腫を経験 し

たので,特 に筋原性腫瘍の形態 と悪性度 との関連につ

いて考察を加えて報告 した。

稿を終えるにあたり,御 校閲頂いた各古屋大学第 1外科

二村雄次助教授に深謝致します。
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